
DH制（指名打者制・投手）について 
 
・指名打者は投手にのみ使用することができます 
 
・指名打者は、試合途中から使用することはできません 
 
・指名打者に代打や代走を出すことはできますが、打順はそのままで、その後も指名打者の
役割を引き継ぐことになります 

 
・指名打者を試合途中から解除することは可能です。次の場合、指名打者が解除されます 
① 指名打者が守備についた場合  

※打順は自分の番で続けます 
※指名打者対象選手（投手）は退いた選手の打撃順を受け継ぐことになります 

② 投手がポジションを変更した場合・他ポジションの選手が投手になった場合 
※指名打者が退くか、フィールド内の選手が退くことになります 

③ 指名打者対象選手（投手）が打席に立った場合 
※指名打者に代わる場合のみ打撃または走者になることができます 

 
・試合開始前に交換された打順表に記載された指名打者は、相手チームの先発投手に対して
少なくとも１度は、打撃を完了しなければ交代できません。ただし、その先発投手が交代
したときは、その必要はありません。 

 
【DH解除になる具体例】 
（例① ）1番・指名打者「A」が 2番・ファーストの「B」に代わり守備につく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（例② ）投手「C」がファースト、2番ファーストだった「B」が投手に 
 
 
 
 
 
 
 

打順 位置 氏名 
1番  DH  A 
2番   3   B 
       ・ 
    ・ 
    ・ 
   投手  C 

打順 位置 氏名 
1番   3   A 
2番  投手  C 
       ・ 
    ・ 
    ・ 
※B はベンチへ退く 

打順 位置 氏名 
1番  DH  A 
2番   3   B 
       ・ 
    ・ 
    ・ 
   投手  C 

打順 位置 氏名 
1番   3   C 
2番  投手  B 
       ・ 
    ・ 
    ・ 
※A はベンチへ退く 


